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小学生向け消費者教育出前講座の実施について 

 

 デジタル化や AI 技術の進展により、消費取引の態様は大きく変化し、消費者の利便性は

飛躍的に向上している。その一方で、インターネット上での悪質な勧誘等デジタル技術を悪

用した新たな消費者トラブルも増加している。こうしたトラブルの未然防止のみならず、自

立した消費者の育成のため、若年層への実践的な消費者教育の推進が求められている。 

区は、中学生向け消費者教育副読本の作成及び区立中学校での配布に加えて、令和７年度か

ら小学校での学校出前講座を、下記のとおり実施した。 

 

記 

１ 目的 

教育委員会と連携し、小学校向けの消費者教育出前講座を実施することにより、より早

い時期から消費活動に関する知識やトラブル事例に触れることにより、消費者として必要

な思考力・判断力を養うため。 

 

２ 実施概要 

 ⑴ 令和７年度実績 

①西新宿小学校５年生  ２クラス（５７名）  夏休み前（７月）に実施 

   ②戸塚第二小学校６年生 ２クラス（４８名）  冬休み前（１２月）に実施 

                合計 １０５名 

３ 今年度の取組状況について 

８月１０日時点実績：０件 

今後の実施予定 

令和９年１月～３月  四谷小学校     ４クラス 

令和９年２月  落合第三小学校 ５年生  ２クラス 

 

 


